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♪あじさいコンサート♪

医療法人社団 六心会　脳神経外科 恒生病院 ～院長より～

恒生病院　リハビリテーション科の紹介

一 言 健 康 コ ラ ム

       皆さん、今年もそろそろ暑い季節がやってきますね！     

　今回は熱中症の予防と対策について知り、楽しい夏を送って下さい。

 厳重に警戒 　～気温３０℃以上～　　　　　　　　

　　　　　 ・ 屋外での運動は極力避け、 炎天下にいる時間を少なくする。

　　　　　 ・ 熱中症時の応急処置は、 日影など涼しい場所に移動する。 
　 警戒　　　    ～気温２８℃前後～

　　　　　 ・ 熱中症の前兆 （頭痛 ・ 吐き気等） を感じたら涼しい場所で休む。

　　　　　 ・ 屋外にでるときは頭が直射日光に当たらないように帽子をかぶる。

　　　　　 ・ 激しい運動をする場合は、 こまめに休息をとり水分を補給する。 
　 注意　　　     ～気温２５℃前後～　

　　　　　 ・高齢者や乳幼児は、知らないうちに熱中症になっている事が多い。

  　　　　 ・ 運動時は、 水分と塩分を十分にとる。

　　　　　 ・ 服装は吸湿性や通気性のよい素材で、 色も熱を吸収しない白色

　　　　　　 系にする。

　　　　　 ・飲酒・疲労・睡眠不足が熱中症のきっかけとなるので注意が必要。

 

  ほぼ安全　　  ～気温２１℃以下～

　　　　　　 ・ 日常生活では、 熱中症の危険はほとんどない。 　　

　　　　　　 ・ 激しい運動 （マラソン） では熱中症の恐れがある。

　　　　　　 ・ 水分の補給を適宜行う。 　
 

  

　６月２４日 ( 土 ) 当院リハビリ室にて 「第 9 回 あじさいコンサート」

を開催致しました。 当日は晴天にも恵まれ、 入院患者様をはじめ、

患者様のご家族、 外来患者様、 近隣の方々等、 職員を含めて参

加者は約１００名にも達しました。

　今回は高野良輔様、 平尾多美納様、 保坂正児様、 保坂博光

様の４名のプロの音楽家の方々に歌と演奏をご披露して頂きまし

た。

　実は保坂正児様は、 当院に入院しておられました。 現在は怪我

も完治され元気に音楽活動をされておりますが、 ぜひ今病気と闘っ

ている方達の励ましになればと、 今回ボランティアでの出演をお受

け下さいました。

　高野様のピアノと平尾様のフルートの美しい音色や保坂正児様の

バリトン、 保坂博光様のテノールの素晴らしい歌声に会場は酔いし

れ、 とても楽しいひと時を過ごすことが出来ました。

　次回は１２月にクリスマスコンサートを予定しております。

ぜひ、 たくさんの皆さまのご参加をお待ち致しております。

　また、 リハビリ科によるレクリ

エーション体操や出演者の方と会

場の皆さまとの合唱もあり、 大盛

況のうちに終えることが出来まし

た。

これも皆さまのご支援とご協力

あっての成功と感謝しております。

　熱中症とは体の中と外の「暑さ」によって引き起こされる、様々な

体の不調のことです。気温が高かったり、激しい運動などで体内でた

くさんの熱が発生することが原因で起こります。

熱中症について

熱中症の前兆を感じたら上記の応急処置を行い、恒生病院へＴＥＬ、

受診へいらして下さいね。

診療支援部に所属、細々と行っていたはずが、いつの間にか理学療法士 5名、言語聴覚士 1名、柔道

整復士 1名、合計 7名の看護課についでの大所帯になっていました。

『脳神経外科・整形外科の急性期リハビリテーションだけでなく、自宅

復帰やその後のフォローアップを含めた地域に根ざしたリハビリテー

ションを行う』という目標をかかげ、先生方や看護スタッフと連携しつ

つ、1階のリハビリテーション室や病棟でいつもにぎやかに、患者様と

リハビリを行っています。

リハビリを行っておられる患者様やそのご家族の方だけでな

く、お困りの点等ございましたらどなたでも気軽に声をかけ

てください。解決、とまでは行かなくても一緒に考え皆様の

QOL（生活の質）の改善の一助になれれば…と思っています。

地域医療連携室のお知らせ

当院では、地域の医療機関・施設との連携を強化する目的で、地域医療連携室を

開設いたしました。現在、紹介入院患者の把握や、退院支援における関係機関と

の連携・調整を行っています。

今後、地域の皆様がよりよい医療サービスが受けられるよう、医療連携の推進に

努めていきます。
地域医療連携室　室長　　　　山口　

　　　　　　　　専任室員　　藤田（MSW）

　昨年秋、ｒｔ－ＰＡという血栓溶解剤が日本でも認可がおりましたが、これにより後遺症を残さずに回復可能

な脳梗塞がこれまで以上に増えてくるものと予想されます。アメリカでは可能な限りのｒｔ－ＰＡによる早期

の治療開始が必要との認識で「ブレイン・アタック３時間」というキャッチフレーズのもと一般市民に対して

啓蒙活動が行われてきました。即ち、脳卒中とはどのような症状を呈する疾患か？また脳卒中を発症すれば直

ちに救急車を呼ぶようにすることなどをテレビや教育講演などで知らせ、より早い病院到着の重要性を訴えま

した。

　私ども恒生病院は昭和５９年に病院を開設以来２３年間、脳神経外科の専門病院として

地域から高い評価を受けておりますが、上記のように最新の血栓溶解治療法を含め、より

高度な、そして安心、安全な医療を提供するために高機能なＭＲＩ（1.5 テスラ）、マルチ

スライスＣＴを導入し、２４時間いつでも診断および治療が可能なように体制を整えてま

いりました。さらに外来では生活習慣病の指導、治療を介して脳卒中の予防に積極的に取

り組んでまいりましたが、「脳卒中にならない、 なったら３時間以内に恒生病院へ」 を合言葉

に、救急医療、地域医療に今後ますます情熱をもって取り組んでいきたいと思っておりま

す。皆様がたのご支援とご理解を賜りますようお願い致します。
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